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要約（仮訳） 
専門家がメラミンについての耐容量を設定（2008 年 12 月 5 日） 
Experts set tolerable level for melamine intake（5 December 2008） 
http://www.who.int/mediacentre/news/releases/2008/pr48/en/index.html 
 WHO が今週カナダのオタワで開催した国際的な専門家による会合で、メラミンの TDI
（耐容 1 日摂取量）が 0.2 mg/kg 体重に設定された。この値は、これまでいくつかの機関

で出されていた TDI より低い。会合には、メラミン及びシアヌル酸を毒性面から検討する

ために、21 人の専門家が集まった。 
 会合では、メラミンについての「安全（safe）」レベルは示さず、「耐容（tolerable）」レ

ベルを設定した。メラミンは食品中にあるべきものではないが、その存在が避けられない

（unavoidable）こともある。TDI は、食品中の避けられない汚染物について、人が摂取し

ても感知し得るような健康リスクを生じない1日あたりの耐容摂取量である。このTDIは、

食品に意図的に混入されてメラミンが検出された場合に、各国当局が回収措置を講じるた

めに安全基準を設定する助けとなる。 
 今回設定された TDI（0.2 mg/kg 体重）は、体重 50kg の人の場合、1 日あたりのメラミ

ンの耐容量が 10 mg となる。 
 この TDI はメラミン単独の場合にのみ適用される。シアヌル酸単独の TDI は、1.5 mg/kg
体重のままである。メラミンがシアヌル酸と共存する場合はより毒性が高いとみられてい

るが、これらの 2 つの物質に同時に暴露した場合の健康ベースのガイダンス値を導くには

データが不十分である。 
 WHO の Dr.Schlundt は、「多くの国が現在採用しているメラミンの基準（乳児用ミルク

で 1 ppm、その他の食品で 2.5 ppm）は、この TDI に照らして十分な安全マージンがある。」

としている。 
 


